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大腸がんの治療のため、当院に入院・通院された患者さんの 

電子カルテデータを用いた医学系研究に対するご協力のお願い 

 

 

このたび福岡東医療センター 外科では、上記のご病気で入院・通院された患者さんの電子カルテデータ

を用いた下記の医学系研究を、当院倫理委員会の承認ならびに院長の許可のもと、倫理指針および法令

を遵守して実施しますので、ご協力をお願いいたします。 

この研究を実施することによる、患者さんへの新たな負担は一切ありません。また患者さんのプライバシ

ー保護については最善を尽くします。本研究への協力を望まれない患者さんは、下記の問い合わせ先ま

でご連絡下さいますようお願いいたします。既に学会や論文発表が行われている場合はデータを削除で

きない場合がありますのでご了承ください。なお、研究協力を拒否された場合でも、患者さんが診療上で

不利益を被ることはありません。 

 

1. 対象となる方 

2020 年 4 月 1 日から 2026 年 7 月 31 日の間に当院外科にて根治手術を受けた臨床ステージ２または３

の大腸がん患者さんのうち重複がんおよび同時人工肛門造設症例を除いた 173 人 

 

2. 研究課題名 

閉塞性大腸がんに対する根治手術術前ステント治療の短期的、長期的成績に関する検討 

 

3. 研究実施機関および研究責任者 

研究実施機関：独立行政法人国立病院機構 福岡東医療センター 外科 

研究責任者：内山 秀昭 

 

4. 研究の意義、目的、方法 

近年、閉塞性大腸がんに対し、自己拡張型金属ステント（SEMS）を用いて腸管閉塞を解除した後、全大腸

を精査し、待機的に根治手術を行う、手術への橋渡し医療が広く行われるようになりました。一方、SEMS

留置による閉塞性腸炎の改善が術後縫合不全などの合併症を減少させるか、またSEMS留置による腫瘍

への機械的刺激が遠隔転移や長期予後に影響を及ぼすかについては、いまだ明らかでない点がありま

す。今回、閉塞性大腸がんに対する SEMS 留置後の根治手術における短期および長期成績について検

討しました。 

 

5. 研究に用いる情報の種類 
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電子カルテ内の診療情報（年齢、性別、検体検査データ、術式、手術時間、術後合併症） 

 

6. 研究実施期間 

倫理委員会承認日～2027 年 12 月 31 日 

 

7. 個人情報の保護について 

試料や情報・データ等は解析する前に氏名・住所・生年月日等の個人情報を削除し、代わりに新しく

符号をつけ、どなたのものか分からないようにした上で、外科において研究責任者である内山秀昭が、

外科の施錠された部屋のパスワードロックをかけたパソコンで厳重に保管します。研究結果は個人が特

定できない形で学術論文や学会に公表されます。収集したデータは厳重な管理のもと、研究終了後５年

間保存されます。 

 

8. 問い合わせ先 

本研究の対象となる方またはその代諾者（ご本人より本研究に関する委任を受けた方など）より、ご自

身のデータの使用の停止を求める旨の申し出があった場合、適切な措置を行いますので、下記に連絡

をお願いします。既に学会や論文発表が行われている場合はデータを削除できない場合がありますの

でご了承ください。 

また、本研究に関する質問や確認のご依頼についても、下記へご連絡ください。 

独立行政法人国立病院機構 福岡東医療センター  

研究責任者： 外科   内山 秀昭 

住所：〒811-3195 福岡県古賀市千鳥 1-1-1 

電話番号：092-943-2331 （代表）  


